
※本一覧表は，高評価順に記載しております。

№ 事業名 団体名 事　業　概　要 決定額(円） 審査会コメント

1

家族介護者(ケアラー)を
支援する場、癒しの場づ
くり事業<介護うつという
病気の認知向上をめざ
す>

ケアラーズ　カ
フェ　モンステラ

目的：孤立しがちな家族介護者（ケアラー）をケアすることで主にメンタル面のサポート
を行い、在宅介護の破たんを防ぐ。
内容：ケアラーをケアする居場所をつくり、ケアラーとの個での対話や介護に関する知
識と情報の提供、ケアラーの方へのアンケート調査などを行う。

100,000
アンケート等の利用者の声を反映
しながら、市外にも広く支援の目を
向け、末永く活動を続けていってく
ださい。

2 こどもの居場所づくり
こども広場ウェル
カム

目的：すべての子どもたちが夢や希望を持てる社会を目指す。
内容：原則小学生を対象とした子どもの学習支援及び季節のイベントを行う。 100,000

子どもたちに生じるリスク低減の方
策（保険加入含む）を講じ、特に安
全を意識して活動してください。

3
こどもから高齢者までの
食事と学びを通じての地
域コミュニティ事業

あさみぞみんな
のコミュニティ

目的：十分な食事をとれない子どもや一人で食事をしている子ども、あるいは独居の高
齢者への食事支援などを地域でサポートすると同時に、異世代交流の場を提供する。
内容：麻溝地区に、子ども食堂や絵本の読み聞かせなどのワークショップ、幼児への
お話会などを行う地域交流の場をつくる。

100,000
地域で暮らす海外からの就業者・
研修生を含む多様な住民が、主体
的に参加できる活動の継続を期待
しています。

4 口腔栄養健康サポート 健康LABO

目的：高齢であっても健康ならば社会参加が可能であるため、元気な高齢者が活躍で
きるまちづくりをするとともに、メタボや成人病対策として子どもや子育て世代の方に食
育の重要性を働きかける。
内容：歯科医師、歯科衛生士、管理栄養士、柔道整復師などの監修によるフレイル対
策講座や食育講座などを行う。

100,000
本業と活動のすみ分けを明確にし
つつ、食材調達などの面で地域に
ある市民活動団体と連携を模索し
ながら活動を広めてください。

5
障害児者の余暇活動の
支援事業

いごこちよか

目的：障害児者が互いに育ち合い、成長し、支え合うことができるような余暇活動の充
実を図り、安心して自分のペースで居心地よく過ごせる時間や空間を提供する。
内容：障害児者等が余暇活動の一環として参加できるダンスワークやコミュニケーショ
ンワークを行う。

100,000

行政の目が向きにくい障害児者の
余暇支援に着目した活動は大変
貴重な取り組みですので、この地
域で活動が定着することを期待し
ます。

6
視覚障害者向けスマート
フォン普及活動

ブラインドITサ
ポート相模原

目的：視覚障害者の方がインターネットなどを使い、日常生活の質を高めるとともに積
極的に情報化社会に参画することで、情報格差の無い社会づくりに貢献する。
内容：視覚障害者向けにスマートフォン体験会やスキルアップ勉強会などのスマート
フォンの操作支援を行う。

100,000
とても大切で有意義な活動ですの
で、より身近な地域コミュニティー
に視点を合わせ活動の広がりを意
識して取り組んでください。

ファーストステップコース
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№ 事業名 団体名 事　業　概　要 決定額(円） 審査会コメント

7
相模原の有形・無形の資
源を活用し、事業化の支
援を行なう事業

相模原をプロ
デュースする会

目的：相模原市では様々な協働事業が行われてきたが、資金面や人材不足、高齢化
などにより事業の継続が難しくなっている団体が多いことから、課題解決・目標達成を
サポートし、協働事業への参加を促す。
内容：活動団体のさまざまな経営課題を気軽に相談できる窓口を開設し、事業体験者
や士業の専門家の意見を駆使し相談者の経営改善をサポートするほか、支援体制を
構築するためのセミナーやワークショップ、相談会を実施する。

100,000

市民活動には少ない中間支援型
の活動ですので、事業計画に沿っ
た活動で想定した成果を出し、他
の市民活動にそのノウハウを提供
してください。

8 学習支援センター
相模台地区自治
会連合会学習支
援計画委員会

目的：同じ小学校に通っている子ども同士が学年を超えて集い、学ぶ場と勉強の大事
さを知ってもらう。
内容：若草小学校及び双葉小学校で学習支援を行う。

100,000
この助成金と他の補助金のすみ分
けをきちんと行いつつ、活動の目
標をしっかりと見据えて安定した活
動に繋げてください。

9 プロジェクトゼミ事業
（一社）2nd
Camp

目的：若者の社会参加へのつまずきの代表的な要因であるコミュニケーションのつま
ずきを克服するとともに、成功体験や達成感を通じ自己肯定感を高める体験により社
会参加への一歩に繋げる。
内容：若者の「楽しい」「好き」「得意」を通してコミュニケーションスキルやチームワーク
スキルを身に付けていく目標達成型イベントである「プロジェクトゼミ（プロゼミ）」を行
う。

70,000
活動の対象や取り組むべき課題を
明確に絞り込んだうえで、利用者
にとってより分かりやすい活動を
行ってください。

ファーストステップコース計 870,000

ファーストステップコース



※本一覧表は，高評価順に記載しております。

№ 事業名 団体名 事　業　概　要 決定額(円） 審査会コメント

1
こども食堂(みんなの食
堂)及び生活困窮世帯支
援団体支援事業

フードコミュニティ

目的：規格外や賞味期限間近の食材が廃棄されている一方、明日の食事にも困る世
帯も存在する食の格差を減らし、お裾分けの精神で助けあうコミュニティを作る。
内容：食材を必要としている団体や個人の連絡グループを作成し、企業や団体、個人
などから提供を受けた食材を届ける。

300,000

食料品を取り扱う活動はその活動
の拡大に比例して衛生管理の課
題が大きくなるので、リスクへの対
応を特に意識して活動を継続して
ください。

2 さがみハート展
さがみハート展
実行委員会

目的：精神障害者の自己肯定感を高め、他者とのつながりや社会への関わりを広げる
とともに、精神障害を知る機会を提供し、精神保健福祉分野における啓蒙の一助を担
う。
内容：精神障害者が書いた詩と、一般画家がそれをイメージして描いた絵を一緒に展
示するさがみハート展を開催する。

370,000
素晴らしい活動をこれからも継続
するためにも、地域の奉仕団体や
地域に根差す企業等との連携を模
索してください。

3
アコーディオンコンサート
事業Vol.2

（一社）ビッグマ
マ・プロジェクト

目的：音風景をキーワードに教育・芸術・文化の推進を図るとともに人と人とがよりよい
関係で共存する社会環境の実現に寄与する。
内容：「アコーディオン」というキーワードを軸に試奏体験などの参加型のコンサートを
行う。

270,000
地域のさまざまなネットワークとの
関係を深めながら、多くの子どもた
ちに楽しいプログラムを提供してく
ださい。

4
相模原市古来の薬用植
物「ミシマサイコ」の啓発・
普及・育成栽培

相模原柴胡の会
目的：相模原市古来の植物であるミシマサイコを栽培・育成し、普及・啓発を図る。
内容：ミシマサイコ講習会やサイコフェア、柴胡育成園の整備・運用とミシマサイコの栽
培を行う。

112,000
相模原市民の歌にも歌われる、市
民にとって大切で守らなければな
らない植物保存のため、地道な活
動の継続をお願いします。

5
フレイルと認知症の予防
事業

みどりの風

目的：高齢者が社会参加できる場所を提供し、フレイル予防、認知症予防、生きがい
づくりを行う。
内容：ウォーキングや歌声サロンなどの介護予防教室や心身の歪み矯正・記憶力向
上のためのヨガ・瞑想の普及活動などを実施する。

100,000
長寿社会に必要な活動ですので、
活動に資するさまざまな情報を得
ながら活動の発展と進化を目指し
てください。

6
さがみはらから、ネパー
ルの子供たちを応援する
よ！

(特非）ネパール・
ミカの会

目的：在住者が増えているネパール人と相模原市民との交流を通して、双方の理解を
深める。
内容：ネパールの料理紹介などを盛り込んだ懇談会や相模原市内のイベント等への
出展を行う。

220,000
活動を継続することでネパールへ
の理解が広がり、深まることになり
ますので、地道な取り組みを続け
てください。

ステップアップコース



№ 事業名 団体名 事　業　概　要 決定額(円） 審査会コメント

7
わっか設立20周年記念
誌発行事業

(特非)ワーカー
ズ・コレクティブ
わっか

目的：高齢化の進行により、移動困難者が増加しているが、公的福祉ではカバーでき
ないことも多いため、お互い様の助け合いが必要なことを広げる。
内容：ワーカーズ・コレクティブわっかの２０周年記念誌を作成し、配布する。

100,000

単なる記念誌ではなく、２０年の活
動で得られたノウハウ等を地域に
還元し、他団体の今後の活動のヒ
ントになるような冊子を制作してく
ださい。

8 フィリピン映画上映会 Angat
目的：映画を通して日本とフィリピンの文化交流を図り、フィリピンが多様な文化的背景
を持つことを伝えていく。
内容：フィリピン映画の上映会及び交流会を実施する。

80,000
映画を上映することにとどまらず、
フィリピンに対する地域の理解が深
まるよう参加者の交流を意識して
活動を継続してください。

9
相模原市冒険あそび場
事業

（特非）子どもの
居場所づくり・相
模原
(略称　KIDS)

目的：子どもの居場所を作るためには主体的に関わる大人の存在が必要なことから、
「子どもにとって本当に大切なこと」は何なのかを考える大人を増やす。
内容：プレイワークなどの専門家を招いた講演会を開催する。

121,400
相模原市の委託事業のための内
部スタッフ育成事業にならないよ
う、外部からの受講者を中心に実
施してください。

ステップアップコース計 1,673,400

決定額合計 2,543,400

ステップアップコース


